
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
３
１
回 

 

玉
置
辻
か
ら
金
剛
多
和
ま
で
の
奥
駈
道
巡
視
・
整
備 

 

◇
実
施
日 

 

４
月
２
３
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
生
熊
千
満
子
、
梶
野
照
雄
、
志
岐
敬
、

山
川
自
知
、
大
森
洋
、
阪
口
雄
二 

 
 
 
 
 
 

沖
崎
吉
信
、
湯
川
一
郎
（
車
両
回
送
） 

 
 
 
 

１
０
名 

  

今
回
の
巡
視
は
玉
置
辻
か
ら
山
在
峠
ま
で
が
基
本
で
あ
る
が
、
本
宮
か
ら
金

剛
多
和
ま
で
は
湯
川
君
が
一
人
で
確
認
し
て
く
れ
た
の
で
、
玉
置
辻
か
ら
金
剛

多
和
ま
で
と
し
、
金
剛
多
和
か
ら
上
切
原
へ
下
山
す
る
コ
ー
ス
で
行
っ
た
。 

 

朝
６
時
半
、
湯
川
車
と
梶
野
車
で
新
宮
を
出
て
、
上
切
原
に
梶
野
車
を
置
い

て
湯
川
車
で
九
重
小
学
校
跡
に
向
か
う
。 

 
 

 
 

 

玉
置
辻 

 
 
 

 
 
 

小
枝
を
刈
り
取
る 

 
 
 

脇
道
に
ロ
ー
プ
設
置 

 

７
時
半
過
ぎ
に
九
重
小
学
校
跡
に
着
き
、
沖
崎
車
と
２
台
で
玉
置
辻
に
向
か

っ
た
。
８
時
１
７
分
、
沖
崎
、
湯
川
の
２
名
を
残
し
て
出
発
、
風
が
強
く
気
温

も
低
い
。
３
日
ほ
ど
前
の
暑
さ
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
。 

 

林
道
か
ら
奥
駈
道
に
入
る
所
に
茂
っ
て
い
た
ア
セ
ビ
等
の
小
枝
を
児
嶋
さ

ん
が
持
参
の
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
で
刈
り
取
る
。
児
嶋
さ
ん
は
こ
の
後
も
ヘ
ッ
ジ

ト
リ
マ
ー
を
手
に
持
っ
た
ま
ま
歩
き
、
小
枝
の
刈
取
り
を
続
け
た
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

大
森
山
を
下
る 

 
 
 
 

 
 

こ
こ
で
昼
食 

 

気
温
が
低
い
の
で
大
森
山
の
連
続
し
た
登
り
も
大
汗
を
か
か
ず
、
１
０
時
半
前

に
山
頂
到
着
。
し
ば
ら
く
休
憩
し
て
先
へ
進
む
。
植
平
さ
ん
が
設
置
し
て
く
れ

た
ロ
ー
プ
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
順
調
に
下
り
、
１
１
時
半
、
岸
の
宿
手
前
の

少
し
広
く
な
っ
た
場
所
で
昼
食
を
摂
る
。
食
後
は
コ
ジ
マ
カ
フ
ェ
も
開
店
し
、

３
０
分
の
十
分
な
休
憩
と
な
っ
た
。 

４
５
分
で
五
大
尊
岳
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
は
急
激
な
下
り
が
続
き
、
お
ま
け

に
足
元
に
は
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
落
ち
葉
が
大
量
に
積
も
っ
て
い
て
、
か
な
り
滑
り



や
す
い
。
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
葉
は
地
表
に
落
ち
て
も
腐
り
に
く
く
、
乾
く
と
硬
く

な
っ
て
、
小
さ
な
タ
イ
ル
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
な
る
。
葉
を
足
で
谷
側
に
落

と
す
と
、
１
ｍ
位
サ
ラ
サ
ラ
と
滑
り
落
ち
て
い
く
。
こ
の
積
も
っ
た
落
葉
に
全

員
が
悪
戦
苦
闘
。
足
の
置
き
場
に
注
意
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
降
り
た
が
、
こ

こ
で
か
な
り
の
時
間
を
費
や
し
た
。 

 
 

 
 

 

五
大
尊
岳 

 
 

 
 

ロ
ー
プ
を
付
け
替
え
る 

 
 
 

金
剛
多
和 

途
中
で
坂
口
さ
ん
が
ロ
ー
プ
の
支
点
を
と
っ
て
い
る
木
が
枯
れ
て
い
る
の
を

見
つ
け
、
隣
の
木
に
支
店
の
位
置
を
変
え
る
。
２
カ
所
で
支
点
の
変
更
を
行
っ

た
。
特
別
に
指
示
し
た
訳
で
は
な
い
の
で
、
安
全
に
対
す
る
意
識
が
高
い
こ
と

に
敬
服
す
る
。 

 

五
大
尊
岳
を
下
り
き
っ
て
い
く
つ
か
の
小
ピ
ー
ク
を
越
え
、
金
剛
多
和
に
着

く
。
玉
置
辻
か
ら
持
っ
て
き
た
上
切
原
を
示
す
標
識
を
取
り
付
け
て
下
山
を
始

め
る
。
下
山
途
中
も
枯
れ
木
の
排
除
や
小
枝
の
切
除
を
続
け
、
上
切
原
に
駐
車

し
た
車
に
戻
っ
た
の
は
午
後
４
時
前
だ
っ
た
。 

 

 
 

 
 

 

標
識
を
設
置 

 
 
 
 

 

大
黒
天
神
岳 

 
 

 
 
 

上
切
原
に
下
山 

  

今
回
の
巡
視
コ
ー
ス
は
湯
川
君
の
報
告
や
ネ
ッ
ト
の
情
報
か
ら
、
倒
木
な
ど

の
大
き
な
障
害
が
無
い
事
が
判
っ
て
い
た
た
め
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
担
い
で
い

か
な
か
っ
た
が
、
全
く
不
要
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

玉
置
辻08

：18

→08

：53

水
呑
金
剛
分
岐
→10

：2
3

大
森
山
→11

：28

昼
食

12

：00

→12

：45

五
大
尊
岳
→14

：31

金
剛
多
和
→15

：19

崩
落
跡
地
→1

5

：

53

上
切
原 

 


